


豊岡盆地が泥海だったころ、人々は毎年のように洪水に苦しめられていた。その泥水
を海に流すため円山川河口の大岩を海へ流す大工事のリーダーがアメノヒボコだと
いう伝説がある。空からみた円山川の中流域《出石川合流点》　提供　国土交通省
近畿地方整備局　豊岡河川国道事務所

土木の神様アメノヒボコを祭神とする兵庫県豊岡市の出石神社。境内には沖野忠雄
顕彰碑が建つ



現在残る江戸城の天守台。明暦の大火で焼けた天守閣は家光が建てた3代目天守閣。秀忠、
家光が建て替えた。天守台表面の石積みは白っぽい花崗岩で統一され、巨石が切込接で
すき間なく積まれている。

水利が悪く不毛の大地だった郡山の安積原野に猪苗代湖からの水を引いた安積疏水の十六
橋水門。オランダ人技術者ファン・ドールンの代表的業績のひとつである。

（土木学会選奨土木遺産）
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
192

　

京
都
府
知
事
・
北
垣
国
道
と
の
出
会
い
／
長
良
山
ト
ン
ネ
ル
の
障
壁
と
は
／
勇
気
と
決
断
／
北
海
道
一
、〇
〇
〇

マ
イ
ル
鉄
道
と
狩
勝
ト
ン
ネ
ル
／
世
界
初
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
・
関
門
鉄
道
ト
ン
ネ
ル

五-

三-

立
山
砂
防
の
価
値
と
は
何
か

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
199

自
然
と
の
共
存
、
調
和
／
富
山
の
自
然
特
性
と
常
願
寺
川
／
飛
越
地
震
の
勃
発
／
立
山
カ
ル
デ
ラ
崩
壊
土
砂
と

暴
れ
川
／
世
界
最
大
の
立
山
砂
防
へ
の
挑
戦
／
赤
木
正
雄
か
ら
始
ま
っ
た
近
代
砂
防
／
不
安
定
な
大
地
に
生
き
る

五-

四
　
農
業
土
木
と
上
野
英
三
郎

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
206

い
と
し
や
老
犬
物
語
／
み
ず
か
ら
嚆
矢
と
な
る
／
比
類
な
き
農
業
土
木
学
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六
章

　
理
想
都
市
建
設
へ
の
ま
な
ざ
し
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
211

六-

一
　
後
藤
新
平
・
復
興
へ
の
道

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
212

苦
学
生
の
前
途
を
変
え
た
出
会
い
／
感
染
症
拡
大
を
阻
止
す
る
覚
悟
と
行
動
力
／
台
湾
総
督
府
か
ら
満
鉄
時
代

の
人
材
登
用
／
帝
都
復
興
の
原
型
と
な
っ
た
大
風
呂
敷
／
復
旧
で
は
な
く
復
興
だ
！　

未
曽
有
の
大
震
火
災
／

起
死
回
生
の
理
想
的
帝
都
建
設
へ
／
帝
都
復
興
を
支
え
た
人
た
ち
／
東
京
に
残
る
防
災
都
市
の
原
点

六-

二
 
産
業
の
近
代
化
と
渋
沢
栄
一

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
225

民
の
立
場
で
震
災
復
興
に
立
ち
向
か
う
／
産
業
の
近
代
化
に
尽
く
す
社
会
基
盤
支
援
／
「
利
」
の
元
は
「
義
」

な
り

追
悼

　
人
は
、
土
木
は
、
自
然
と
い
か
に
向
き
合
っ
て
き
た
か
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
232

日
本
国
際
賞
受
賞
者

　
河
川
工
学
者

　
高
橋

　
裕
氏
に
聞
く

観
察
と
洞
察
／
「
流
域
管
理
」
と
い
う
概
念
を
導
く
／
廣
井
勇
に
代
表
さ
れ
る
責
任
感
／
土
木
技
術
者
・
青
山
士

の
信
念
／
明
治
日
本
、
土
木
技
術
者
た
ち
の
気
概
／
人
と
自
然
、
土
木
と
の
関
係
を
考
え
る

あ
と
が
き
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
244
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序
章

　
日
本
の
風
土
と
土
木
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日
本
の
土
木
は
、
古
来
よ
り
、
天
変
地
異
の
災
害
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
を
守
り
、
国
土
に
手
を
加
え
な
が
ら
人
々
の
暮
ら
し
を
豊

か
な
も
の
に
す
る
経
験
と
技
術
、
人
材
育
成
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
昨
今
で
は
、
そ
う
し
た
土
木
の
果
た
し
て
き
た
役
割

や
価
値
に
つ
い
て
多
く
の
人
か
ら
認
識
・
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
た
と
え
ば
、
わ
が
国
が
有
す
る
自
然
特
性
や
地
形

的
・
地
理
的
特
徴
は
、
自
然
災
害
を
被
り
や
す
い
特
異
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
下
で
大
地
を
拓
き
、
人
々
の
営
み
を
整

え
て
き
た
国
土
づ
く
り
は
、
そ
の
ま
ま
土
木
技
術
と
事
業
の
歩
ん
で
き
た
歴
史
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
自
然
と
土
木
、
人
と
土
木
が

密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
歴
史
か
ら
学
び
、
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
活
か
す
視
点
や
「
学
び
の
場
」
へ
の
導
入
が
不
足
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。

地
球
の
変
動
帯
に
位
置
す
る
日
本
の
地
形
の
特
色
は
、
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
そ
の
概
形
が
つ
く
ら
れ
た
変
動
地
形
、
そ
し
て
火
山

の
噴
火
に
よ
る
火
山
地
形
に
あ
る
。
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
日
本
の
国
土
（
面
積
三
八
万
平
方
㎞
）
の
特
徴
は
、
環
太
平
洋
造
山
帯
の

一
部
に
属
し
て
い
て
山
地
が
約
七
〇
％
と
多
く
、
土
地
が
脆
弱
な
こ
と
で
あ
る
。
島
国
に
し
て
山
国
。
そ
の
上
、
多
く
の
活
断
層
に

よ
る
不
安
定
な
活
動
、
複
雑
な
地
形
・
地
質
か
ら
土
木
事
業
を
進
め
る
に
は
常
に
い
く
つ
も
の
困
難
が
つ
き
ま
と
っ
て
き
た
。

日
本
で
は
、
国
土
面
積
の
約
一
〇
分
の
一
と
い
う
わ
ず
か
な
沖
積
平
野
に
人
口
と
資
産
が
集
中
し
て
い
る
が
、
安
心
し
て
住
め
る

場
所
は
元
々
少
な
い
。
と
い
う
の
も
、
沖
積
層
の
厚
さ
が
一
様
で
は
な
く
、
概
し
て
軟
弱
な
地
質
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
雨
水
が
山

を
削
り
、
川
が
運
ん
だ
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
平
野
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
河
川
の
沿
岸
部
で
は
経
済
活
動
が
活
発

だ
っ
た
が
、
同
様
に
そ
の
沿
岸
部
で
災
害
が
頻
発
し
て
き
た
。

日
本
の
地
形
は
、
大
地
の
歪
み
や
火
山
、
地
震
、
豪
雨
あ
る
い
は
人
災
に
よ
り
現
在
も
変
化
を
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
後
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
日
本
の
複
雑
な
地
形
の
み
な
ら
ず
全
世
界
に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

こ
う
し
た
狭
く
て
脆
弱
な
国
土
の
開
発
と
有
効
利
用
は
、
土
木
と
社
会
に
と
っ
て
リ
ス
ク
の
多
い
事
業
で
あ
る
こ
と
を
知
る
だ
け

で
な
く
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
と
知
識
・
情
報
を
共
有
し
て
進
め
る
べ
き
デ
リ
ケ
ー
ト
で
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

幸
い
、
歴
史
的
な
土
木
構
造
物
や
施
設
は
、
大
な
り
小
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
身
近
に
今
も
数
多
く
あ
る
。
土
木
遺
産
や
産
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業
遺
産
、
文
化
遺
産
と
も
呼
ば
れ
る
そ
れ
ら
歴
史
資
産
は
、
地
域
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
自
然
と
の
調
和
を
考
え
な
が

ら
つ
く
ら
れ
、
地
域
の
生
活
基
盤
を
支
え
て
き
た
遺
構
で
あ
り
、
あ
る
い
は
現
役
の
構
造
物
な
り
施
設
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
一
つ
一
つ
に
は
、「
土
木
と
は
何
か
」
と
い
う
リ
テ
ラ
シ
ー
を
示
す
要
素
が
含
ま
れ
る
。
な
ぜ
、
そ
れ
ら
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
社
会
背
景
や
ニ
ー
ズ
、ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
た
の
か
と
い
う
技
術
、つ
く
っ
た
人
の
労
苦
や
知
恵
が
詰
ま
っ

て
お
り
、
完
成
し
た
後
に
も
、
そ
れ
ら
が
人
や
地
域
に
尽
く
し
た
効
果
や
、
自
然
や
地
域
に
与
え
た
影
響
を
は
じ
め
後
世
に
生
か
す

教
訓
が
う
か
が
い
知
れ
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
社
会
資
本
の
基
盤
づ
く
り
に
果
敢
に
挑
ん
だ
人
々
を
軸
と
し
て
、
大
地
の
記
憶
や
履
歴
を
掘
り
起
こ
し
、
大
地
を
拓
い

た
先
人
の
願
い
や
業
績
を
想
い
、
理
解
す
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
土
木
に
対
す
る
社
会
の
共
感
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

「
利り

た他
の
心
」
と
土
木
事
業
の
営
み

今
節
、
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
で
な
い
も
の
の
た
め
に
行
動
す
る
「
利
他
」
と
い
う
人
間
の
性
向
が
、
東
日
本
大
震
災
や

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
見
直
さ
れ
て
い
る
。
元
々
、
大
乗
仏
教
の
理
想
と
す
る
「
自
利
・
利
他
」
の
実
践
は
、
相
手
を
思
い
や
っ
て
自
分

も
幸
せ
に
な
る
道
を
説
い
て
い
る
。
空
海
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
品
目
を
著
し
た
と
さ
れ
る
「
御
請
来
目
録
」
に
は
、「
苦く

空く
う

の
因

を
済す

く

う
は
利
他
な
り
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
人
々
の
苦
悩
の
元
を
取
り
除
く
働
き
が
「
利
他
」
だ
と
記
し
て
い
る
。

現
代
に
お
い
て
「
利
他
学
」
な
る
学
問
の
対
象
は
、人
類
、社
会
、科
学
技
術
、政
治
、経
済
、環
境
に
も
及
ん
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

土
木
事
業
の
歴
史
に
「
利
他
」
の
視
点
を
当
て
て
見
え
る
の
は
、
古
代
の
僧
侶
・
行ぎ

ょ
う
き基

ら
が
仏
教
思
想
と
し
て
の
「
利
他
行
」
を
土

木
事
業
に
重
ね
た
よ
う
に
、「
利
他
」
は
常
に
実
践
の
中
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
土
木
事
業
本
来
の
姿
は
、
宗

教
や
時
代
を
超
え
て
、
時
代
の
大
き
な
転
換
を
経
る
た
び
に
変
容
し
て
い
る
か
に
も
見
え
る
。
そ
し
て
、
国
土
づ
く
り
の
歩
み
を
振

り
返
る
と
、「
利
他
」と
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
的
な
関
係
に
あ
る「
利
己
」と
い
う
負
の
側
面
が
多
く
の
事
業
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

序
章

一
章

二
章

三
章

四
章

五
章

六
章



12

民
衆
か
ら
の
共
感
・
共
有
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
そ
の
時
点
か
ら
、
土
木
へ
の
理
解
も
薄
ら
い
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
思
い
起
こ
し
た
い
土
木
技
術
者
た
ち
の
「
利
他
の
心
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
故
・
田
村
喜
子
氏
著
書
『
土
木
の
こ
こ
ろ
』
に
も

通
じ
て
い
る
と
思
う
。

他
方
、
土
木
に
は
、「
利
他
」
を
特
別
に
意
識
し
な
い
黙
々
と
し
た
営
み
も
あ
る
。
人
々
の
目
に
見
え
に
く
い
価
値
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
文
学
者
ジ
ャ
ン
・
ジ
オ
ノ
原
作
に
よ
る
『
木
を
植
え
た
男
』
は
、
三
〇
年
ほ
ど
前
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
バ
ッ
ク
が
、
自
然
と
人
間
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
ア
ー
ト
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
で
あ
る
。
同
名
の
絵
本
も
ま
た
、
各
国
で

多
世
代
に
わ
た
っ
て
読
み
つ
が
れ
て
い
る
。
作
品
の
舞
台
は
、
住
民
か
ら
も
見
捨
て
ら
れ
た
南
仏
の
砂
漠
化
し
た
荒
野
。
そ
こ
に
一

人
の
老
人
が
、
黙
々
と
木
の
実
を
植
え
続
け
る
話
で
あ
る
。
涸か

れ
た
大
地
に
杖つ
え
で
穴
を
う
が
ち
、
毎
日
、
毎
日
、
植
え
続
け
た
実
は
、

生
命
力
の
あ
る
い
く
つ
か
が
芽
を
出
し
、
や
が
て
何
十
年
、
何
百
年
も
の
年
を
経
て
、
樫か
し

や
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
木
が
う
っ
蒼
と
茂
る
森

と
な
る
。
す
で
に
こ
の
世
に
い
な
く
な
っ
て
い
る
老
人
の
こ
と
は
誰
も
知
ら
な
い
が
、
人
々
は
緑
豊
か
に
蘇
っ
た
大
地
の
恩
恵
を
あ

た
り
ま
え
の
日
常
と
し
て
生
き
て
い
く
。

土
木
の
歴
史
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
改
め
て
振
り
返
り
そ
の
価
値
に
つ
い
て
熟
思
す
る
こ
と
は
少
な

い
よ
う
だ
。
現
在
の
平
穏
な
暮
ら
し
の
源
に
は
、
天
災
や
暴
政
に
苦
し
ん
で
き
た
無む

こ辜
の
民
に
よ
る
願
い
や
、
後
生
を
慮
お
も
ん
ぱ
か

っ
た

先
人
た
ち
の
た
ゆ
み
な
い
砕
身
が
地
層
の
ご
と
く
積
み
重
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
土
と
国
民
を
苛
む
災
害
は
複
雑
に
変
容
し
て

い
る
か
に
見
え
る
。
い
ま
改
め
て
、
先
人
た
ち
が
営
々
と
拓
い
た
大
地
の
履
歴
と
先
人
た
ち
の
対
応
を
紐
解
く
景
色
か
ら
、
私
た
ち

人
類
に
と
っ
て
、
地
球
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
少
し
で
も
見
え
て
く
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



第
一
章

　
古
代
に
見
る
「
土
木
の
原
点
」
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一‒
一

　
渡
来
人
か
ら
の
系
譜

稲
作
と
古
代
土
木
技
術

あ
ら
ゆ
る
技
術
の
中
で
土
木
技
術
が
最
も
古
い
と
さ
れ
る
の
は
、
紀
元
前
の
四
大
文
明
（
エ
ジ
プ
ト
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
・
イ
ン
ダ

ス
・
黄
河
）
の
勃
興
に
水
利
技
術
が
深
く
関
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
だ
。　

日
本
で
は
、
新
潟
県
村
上
市
朝
日
地
区
の
奥お

く

三み
お
も
て面

縄
文
集
落
遺
跡
か
ら
川
の
付
け
替
え
や
護
岸
工
事
、
砂
利
を
敷
い
た
舗
装
道
路

な
ど
縄
文
時
代
の
土
木
工
事
跡
が
発
見
さ
れ
、
弥
生
時
代
の
登
呂
遺
跡
か
ら
は
、
水
田
域
と
集
落
が
一
体
と
な
っ
た
農
耕
文
化
初
期

の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
国
宝
と
同
格
の
特
別
史
跡
で
あ
る
。
そ
の
水
田
遺
跡
か
ら
見
え
て
く
る
原
初
の
土
木
風
景
は
、
集
団

的
な
生
産
作
業
と
深
く
か
か
わ
る
。
す
な
わ
ち
、谷や

ち地
（
湿
原
）
や
河
川
の
後
背
湿
地
を
開
発
し
て
の
水
田
づ
く
り
、田
畑
を
区
切
っ

て
水
を
た
め
る
畦け

い

畔は
ん

、
河
か
ら
水
を
取
水
・
排
水
す
る
堰せ

き

や
水
路
と
い
っ
た
施
設
整
備
に
関
わ
る
土
木
事
業
は
、
集
団
で
共
有
し
て

こ
そ
生
産
性
も
向
上
し
て
い
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

古
墳
時
代
に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
た
農
耕
技
術
と
鉄
製
農
耕
具
の
普
及
は
日
本
列
島
の
南
か
ら
北
へ
と
広
が
る
。
た
と
え
ば
、

土
工
用
具
に
関
し
て
は
、田た

な
べ
さ
く
ろ
う

辺
朔
郎
を
編
集
委
員
長
と
し
て
土
木
学
会
が
総
力
を
結
集
し
た
『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』（
一
九
三
六
）

に
よ
る
と
、
上じ

ょ
う
こ古

か
ら
土
工
専
用
の
目
的
で
製
作
さ
れ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
と
記
し
て
い
る
（
同
書
・
第
二
章
、
一
六
六
二
頁
）。

主
な
土
工
用
具
は
鍬く

わ

、
鋤す

き

と
い
っ
た
農
具
が
土
工
用
に
珍
重
さ
れ
、
発
達
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
弥
生
時
代
に
西
日
本
か

ら
稲
作
が
始
ま
る
と
、
住
居
は
台
地
か
ら
水
辺
の
低
地
へ
定
着
し
て
、
水
田
稲
作
の
向
上
と
と
も
に
集
落
も
血
族
的
に
支
配
さ
れ
、

巨
大
化
し
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

日
本
初
の
河
川
堤
防
は
仁
徳
天
皇
の
古
墳
時
代
、
河
内
国
茨
田
郡
に
築
か
れ
た
茨ま

ん
だ
の
つ
つ
み

田
堤
と
言
わ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
第
一
一
巻

「
仁
徳
天
皇
」
紀
の
一
一
年
一
〇
月
条
に
築
造
の
伝
説
が
あ
る
。『
古
事
記
』
に
は
、「
秦は

だ
び
と人

を
役え

だ

ち
て
茨
田
堤
及
び
茨
田
屯
倉
を
作
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古代に見る「土木の原点」
渡来人からの系譜

れ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
河
内
の
低
湿
地
帯
を
農
耕
地
に
換
え
る
た
め
難
波
の
堀
江
（
大
川
）
を
削
り
、北
の
河
（
現
在
の
淀
川
）

東
岸
に
茨
田
堤
を
築
い
た
か
。
河
内
湖
に
流
入
す
る
北
の
河
の
流
路
安
定
を
目
的
と
し
た
大
規
模
な
土
木
事
業
が
想
像
さ
れ
る
。
ま

た
、
仁
徳
陵
を
は
じ
め
と
す
る
国
家
に
よ
る
巨
大
古
墳
建
設
は
、
日
本
に
お
け
る
大
土
木
構
造
物
建
設
の
先
が
け
で
も
あ
っ
た
。
古

代
の
土
木
技
術
は
律
令
国
家
成
立
前
後
に
画
期
的
な
発
展
を
遂
げ
た
と
み
ら
れ
る
。

で
は
、
た
と
え
ば
古
墳
築
造
の
設
計
、
測
量
、
盛
り
土
、
さ
ら
に
は
橋
や
道
、
溜
め
池
、
堤
防
工
事
と
い
っ
た
土
木
技
術
は
誰
が

持
ち
込
み
、
ど
の
よ
う
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
古
代
僧
侶
た
ち
に
よ
る
土
木
事
業
を
例
に
し
て
見
て
み

た
い
。

民
衆
の
憂
い
と
、
寺
を
出
た
僧
侶
た
ち

　

世
の
中
を　

憂
し
と
や
さ
し
と　

お
も
へ
ど
も　

飛
び
た
ち
か
ね
つ　

鳥
に
し
あ
ら
ね
ば

『
万
葉
集
』
巻
五
―
八
九
三

奈
良
時
代
初
期
の
歌
人
・
山や

ま
の
う
え
の
お
く
ら

上
憶
良
に
よ
る
「
貧
窮
問
答
歌
」
で
は
、「
土
地
と
人
民
は
王
の
支
配
に
服
属
す
る
」
と
い
う
律
令

体
制
下
、
公
民
の
貧
窮
ぶ
り
と
苛
酷
な
税
の
取
り
立
て
の
様
子
を
写
実
的
に
詠う

た

っ
て
い
る
。
律
令
に
も
と
づ
い
て
運
営
さ
れ
た
中
央

集
権
的
な
国
家
体
制
が
既
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
時
代
、
歌
か
ら
は
、
都
が
移
る
た
び
に
駆
り
出
さ
れ
る
民
衆
の
苦
痛
と
不
安
が
見

て
取
れ
る
。
民
衆
は
税
の
負
担
で
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

聖
徳
太
子
が
制
定
し
た
と
言
わ
れ
る
「
十
七
条
憲
法
」
に
、「
篤
く
三さ

ん
ぽ
う宝

を
敬
え
」
と
い
う
条
項
が
あ
る
。

「
僧
は
常
に
寺
に
あ
っ
て
、
三
宝
（
仏
・
法
・
僧
）
を
護ま

も

れ
」
と
さ
れ
て
い
た
。

古
代
、「
僧
侶
」
た
ち
は
国
家
の
安
泰
の
た
め
都
の
寺
で
一
心
に
祈
っ
て
い
た
。
寺
院
で
国
家
の
た
め
に
祈
る
僧
侶
に
は
、
特
別

の
手
当
て
が
与
え
ら
れ
、
国
の
官
僚
と
し
て
庇
護
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
中
に
は
、
橋
を
架
け
、
道
を
拓
き
、
溜
め
池
を
造
っ
た
り
修
理
し
た
り
と
、
土
木
事
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

序
章

一
章

二
章

三
章

四
章

五
章

六
章
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し
た
僧
侶
も
少
な
く
な
い
。
彼
ら
は
、
時
代
の
救
世
主
の
ご
と
く
登
場
し
た
。
だ
が
、
な
ぜ
、
僧
侶
が
土
木
の
仕
事
を
お
こ
な
っ
た

の
か
。
そ
う
し
た
土
木
技
術
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

五
三
八
年
、
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
て
の
仏
教
伝
来
は
、
日
本
の
土
木
技
術
に
と
っ
て
も
エ
ポ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
主
に
朝
鮮
半

島
・
百く

だ

ら済
か
ら
の
渡
来
人
、
帰
化
人
が
仏
教
を
伝
え
た
と
さ
れ
る
。
仏
教
を
支
持
し
た
聖
徳
太
子
に
よ
り
あ
ち
こ
ち
に
建
て
ら
れ
た

寺
は
、
争
い
の
な
い
国
と
な
る
た
め
の
役
目
を
担
っ
た
。
そ
し
て
、
大
化
改
新
に
よ
っ
て
国
に
権
力
が
集
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
寺

や
宮
殿
は
華
美
を
き
わ
め
た
。
仏
教
が
権
力
者
に
支
持
・
保
護
さ
れ
て
徐
々
に
広
ま
っ
た
。
役
人
は
無
税
。
一
方
で
、
民
衆
に
は
厳

し
い
税
が
課
せ
ら
れ
た
。
租そ

（
米
）・
庸よ

う

（
労
役
ま
た
は
布
）・
調ち

ょ
う

（
布
ま
た
は
産
物
）
と
い
う
形
で
国
に
納
め
る
税
の
負
担
は
、
民

の
生
活
を
苦
し
め
て
い
っ
た
。

だ
が
、
寺
の
外
で
民
が
苦
し
ん
で
い
る
の
に
、
寺
に
籠
も
っ
て
い
い
の
か
。
外
に
出
て
助
け
る
こ
と
こ
そ
仏
の
道
で
は
な
い
の
か
。

そ
う
決
心
し
て
民
衆
の
中
に
飛
び
込
ん
だ
僧
が
現
れ
た
の
だ
。

六
四
六
年
、
奈
良
元が

ん
ご
う
じ

興
寺
の
僧
・
道ど

う

登と
う

は
、
人
馬
が
流
さ
れ
て
困
っ
て
い
た
宇
治
川
に
宇
治
橋
を
架
け
た
と
記
し
た
伝
説
『
日
本

霊
異
記
』、『
宇
治
橋
断
碑
』（
京
都
府
宇
治
市
、
橋
寺
放
生
院
境
内
）
に
あ
る
。
ま
た
、『
続
日
本
紀
』
に
は
、
僧
・
道ど

う

昭し
ょ
う

が
そ
れ
を

渡
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
道
登
が
架
け
た
後
、
架
け
直
し
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
二
人
の
僧
は
、
寺

を
出
て
、
民
衆
の
苦
し
み
を
取
り
除
く
と
い
う
土
木
の
仕
事
を
行
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

道
昭
は
晩
年
、
天
下
を
周
遊
し
て
、
道
の
傍
ら
に
井
戸
を
掘
り
、
各
地
の
渡
し
場
や
船
を
造
り
、
橋
を
架
け
た
と
い
う
。
し
か
し
、

な
ぜ
、
道
昭
は
、
造
船
や
土
木
の
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
出
自
を
見
て
み
た
い
。

道
昭
の
出
自
と
土
木
技
術

道
昭
は
、
飛
鳥
時
代
に
「
国
記
」
編
さ
ん
に
携
わ
っ
て
い
た
官
吏
・
船

ふ
ね
の

恵え

尺さ
か

の
子
で
あ
る
と
『
日
本
書
紀
』
に
あ
る
。「
船
」
と

い
う
姓
の
出
自
は
、
渡
来
人
系
の
船

ふ
ね
の
む
ら
じ連

の
家
系
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
道
昭
が
、
水
運
造
船
技
術
に
通
じ
て
い
た
氏
族
を
出
自
と
す
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古代に見る「土木の原点」
渡来人からの系譜

る
由
縁
が
こ
こ
に
垣
間
見
え
る
。
日
本
の
法ほ

う
そ
う
し
ゅ
う

相
宗
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
だ
け
で
な
く
、
菩ぼ

さ
つ
ぎ
ょ
う

薩
行
を
持
つ
社
会
事
業
家
で
も
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
道
昭
を
取
り
巻
く
社
会
背
景
も
関
係
す
る
。
そ
れ
は
、
四
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
な
ど
か
ら
渡

来
し
て
き
た
渡
来
系
氏
族
た
ち
が
農
耕
の
み
な
ら
ず
土
木
や
治
水
、
船
運
等
の
技
術
を
有
し
て
朝
廷
や
有
力
者
に
も
影
響
力
を
及
ぼ

し
て
い
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
菩
薩
行
と
は
、
自
分
の
幸
せ
だ
け
を
め
ざ
す
の
で
は
な
く
、
世
の
中
の
す
べ
て
の
人
々

の
救
済
を
願
う
「
利
他
」
の
実
践
で
あ
る
。

六
五
三
年
、
道
昭
は
遣
唐
使
の
一
員
と
し
て
唐
に
渡
り
、
法
相
宗
の
開
祖
で
『
西
遊
記
』
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
知
ら
れ
る
玄げ

ん
じ
ょ
う奘

三さ
ん
ぞ
う蔵

に
師
事
し
て
法
相
教
学
を
学
ぶ
。
寝
食
を
共
に
し
た
玄
奘
に
特
に
目
を
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
『
続
日
本
紀
』
に
あ
る
。
帰

国
後
は
、
若
い
時
に
修
行
し
た
元
興
寺
に
禅
寺
を
建
て
て
教
え
を
広
め
た
。
ま
た
、
民
間
事
業
と
し
て
、
諸
国
を
回
っ
て
道
を
整
え
、

井
戸
や
港
を
造
り
、
橋
な
ど
を
架
け
て
い
く
。
道
昭
が
土
木
事
業
を
通
し
て
教
化
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
国
内
事
情
も
大
き
く
関
与

し
て
い
る
。
律
令
制
の
行
き
詰
っ
た
国
と
し
て
は
、「
三
世
一
身
法
」
や
「
墾
田
永
世
私
財
法
」
に
よ
り
、
民
衆
が
み
ず
か
ら
開
墾

で
き
る
よ
う
に
は
し
た
も
の
の
、
農
業
土
木
的
な
技
術
を
導
い
て
く
れ
る
リ
ー
ダ
ー
も
い
な
い
。
そ
の
役
割
を
担
っ
た
草
分
け
が
、

道
登
や
道
昭
と
い
っ
た
僧
侶
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
過
程
で
、
道
昭
は
、
京
都
の
宇
治
橋
を
架
け
替
え
た
り
、
奈
良

か
ら
山
陽
道
に
入
る
途
中
の
淀
川
に
山
崎
橋
を
架
け
た
り
し
て
民
衆
の
悩
み
を
取
り
除
き
、
こ
の
や
り
方
は
、
道
昭
と
と
も
に
諸
国

を
回
っ
た
行
基
に
受
け
継
が
れ
、
大
き
く
飛
躍
し
て
い
っ
た
と
推
察
す
る
。
ま
た
道
昭
は
、
そ
の
遺
言
に
よ
っ
て
、
弟
子
た
ち
が
火

葬
と
し
た
。
日
本
で
の
火
葬
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

道
昭
に
導
か
れ
た
行
基
の
土
木
力

道
昭
の
弟
子
・
行
基
の
出
自
を
た
ど
る
と
、
父
・
高こ

し

の志
才さ

い

智ち

は
、
百
済
か
ら
渡
来
し
た
学
者
・
王わ

仁に

を
祖
と
す
る
百
済
系
渡
来
氏

族
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
王
仁
に
関
す
る
記
述
が
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』
に
あ
る
）。
行
基
の
母
・
蜂は

ち

だ

の

こ

に

ひ

め

田
古
爾
比
売

も
百
済
か
ら
の
渡
来
人
系
氏
族
で
、
行
基
の
育
っ
た
環
境
に
は
多
様
な
大
陸
文
化
を
身
に
つ
け
た
渡
来
人
系
の
集
団
が
あ
っ
た
こ
と

序
章

一
章

二
章

三
章

四
章
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章
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も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
母
の
死
後
、
行
基
は
、
奈
良
の
飛
鳥
寺
で
出
家
し
、
や
が
て
師
と
仰
い
だ
道
昭
か
ら
池
や
溝
を
開
発
す
る
新

し
い
技
術
を
学
ん
だ
と
み
ら
れ
る
。
師
を
見
送
っ
た
行
基
は
、
僧
の
位
を
捨
て
、
国
の
援
助
も
な
し
に
、
橋
や
港
、
道
路
や
用
水
路

な
ど
を
次
々
と
造
っ
た
。
堤
防
築
造
や
改
修
と
い
っ
た
大
き
な
工
事
で
は
自
ら
現
場
の
先
頭
に
立
っ
た
。
そ
う
し
た
僧
侶
の
姿
を
民

衆
は
そ
れ
ま
で
誰
も
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
民
衆
は
日
増
し
に
深
く
慕

い
、
行
基
の
周
り
に
続
々
と
信
者
が
集
ま
り
、
地
方
豪
族
た
ち
も
支
援
し

て
い
く
。

こ
う
し
た
行
基
の
活
動
を
記
す
文
献
と
し
て
『
行
基
年
譜
』（
一
一
七
五
、

泉
高
父
宿
禰
著
）
が
あ
る
。
年
譜
で
は
伝
道
と
社
会
事
業
を
結
合
し
た
活

動
が
、
唐
朝
時
代
の
前
駆
で
あ
る
隋ず

い

で
生
ま
れ
た
仏
教
の
一
派
、
三さ

ん
が
い階

教
ぎ
ょ
う

の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
匂
わ
せ
て
い
る
。
三
階
教
で
は
、「
他
者
肯
定
（
普

敬
）」
と
い
う
実
践
が
行
わ
れ
、「
他
者
」
を
礼
拝
対
象
と
し
て
人
間
礼
拝

を
行
っ
た
と
い
う
教
理
に
、
行
基
は
強
く
感
応
し
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

広
く
民
衆
を
救
う
と
い
う
仏
教
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
そ
う
と
し
た
行

基
の
出
現
は
、
民
衆
に
と
っ
て
垂
れ
込
め
た
暗
雲
か
ら
射
し
た
一
筋
の
光

明
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
こ
に
は
、
農
民
だ
け
で
な
く
、
豪
族
や
商
人
、
地
方
の
役
人
で
さ
え
、

今
で
言
う
社
会
資
本
整
備
、
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
国
土
づ
く
り
に

希
望
を
託
し
、
行
基
は
各
地
で
そ
れ
に
応
え
て
い
っ
た
光
景
が
想
起
で
き

る
の
で
あ
る
。
特
に
、
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
生
国
の
和
泉
と
摂
津
、

写真－1　行基が築造を指導したと伝わる昆陽池
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古代に見る「土木の原点」
渡来人からの系譜

さ
ら
に
現
在
の
大
阪
、
京
都
、
滋
賀
一
帯
に
ま
た
が
り
、
橋
や
道
、
池
を
造
っ
て
い
っ
た
。

今
の
伊
丹
市
西
部
に
あ
る
昆こ

陽や

池い
け

は
、
七
三
一
年
、
行
基
が
農
業
用
た
め
池
と
し
て
築
造
を
指
導
し
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
一
部

は
昭
和
四
三
年
、
市
に
よ
っ
て
一
部
公
園
化
さ
れ
、
カ
モ
や
白
鳥
と
い
っ
た
渡
り
鳥
の
飛
来
地
と
し
て
知
ら
れ
る
都
会
の
オ
ア
シ
ス

だ
（
写
真
―
１
）。

そ
の
昆
陽
池
は
、
大
雨
が
降
る
た
び
に
洪
水
を
起
こ
す
窪
地
に
、
行
基
が
新
し
い
溝
と
た
め
池
を
築
造
し
た
と
さ
れ
る
。
水
を
溜

め
る
た
め
に
「
堤
」
を
造
り
、
堤
の
底
や
中
程
に
「
樋と

い

」
を
置
い
て
取
水
、
池
か
ら
導
か
れ
た
水
路
は
網
状
に
広
が
っ
て
大
地
を
潤

し
た
光
景
が
浮
か
ぶ
。
元
々
、
昆
陽
池
は
飛
鳥
時
代
に
誕
生
し
て
い
た
ダ
ム
で
、
水
の
乏
し
い
台
地
ゆ
え
の
築
造
物
で
あ
っ
た
。
そ

れ
を
行
基
が
奈
良
時
代
に
堤
や
樋
を
改
修
し
て
連
続
す
る
溜
め
池
と
な
し
、
灌
漑
用
水
を
貯
め
る
多
目
的
ダ
ム
の
役
目
を
果
た
し
た
。

そ
し
て
、
一
、二
〇
〇
年
以
上
た
っ
た
現
在
で
も
、
上
水
用
の
貯
水
池
（
当
時
の
三
分
の
一
）
と
し
て
活
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昆

陽
池
を
造
る
と
き
、
行
基
は
、
池
の
傍
ら
に
昆
陽
施
院
と
い
う
寺
院
を
建
て
て
農
民
や
貧
民
、
旅
人
や
病
人
の
救
済
を
行
っ
て
い
る
。

狭さ

や

ま山
池い

け

改
修
に
見
る
敷し

き

葉ば

工
法

昆
陽
池
を
直
し
た
翌
年
、
行
基
は
、
南
河
内
（
大
阪
）
に
古
く
か
ら
あ
る
狭
山
池
が
洪
水
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
改
修
し
て
い
る
。

狭
山
池
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
た
め
池
で
、
平
成
の
改
修
に
よ
る
発
掘
調
査
と
年
輪
年
代
測
定
（
発
掘
木
材

の
年
輪
か
ら
測
定
）で
は
六
一
六
年
に
築
造
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
池
の
堤
防
は
、破
堤
の
た
び
に
何
度
か
嵩か

さ

あ上
げ
さ
れ
た
痕
跡
が
残
っ

て
い
る
。『
続
日
本
紀
』
の
記
録
で
は
、
七
六
二
年
に
狭
山
池
の
堤
防
が
決
壊
し
て
、
八
、三
〇
〇
人
で
改
修
し
た
と
あ
る
。

行
基
の
時
代
（
七
三
一
年
頃
）、
日
本
最
古
の
ダ
ム
形
式
の
溜
池
で
あ
る
狭
山
池
の
改
修
工
事
で
特
記
し
た
い
盛
り
土
技
術
と
し

て
「
敷
葉
工
法
」
が
あ
る
。
盛
土
の
下
に
葉
の
つ
い
た
木
の
枝
を
層
状
に
敷
き
つ
め
て
、
土
を
滑
り
に
く
く
し
た
り
、
土
中
の
水
を

逃
し
た
り
す
る
技
術
で
あ
る
。
当
時
、
最
新
技
術
で
あ
っ
た
そ
の
概
要
は
、
嵩か

さ

上
げ
の
た
め
堤
に
土
を
積
む
と
き
、
ま
ず
土ど

の

う嚢
を
並

べ
て
そ
の
間
に
土
を
盛
り
、
そ
の
上
に
広
葉
樹
の
葉
を
厚
さ
一
〇
〜
十
五
㎝
均
等
に
何
層
も
敷
き
並
べ
、
そ
の
上
を
踏
み
固
め
る
工

序
章

一
章

二
章

三
章

四
章

五
章

六
章
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あ
と
が
き

高
橋
裕
先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
い
て
、
日
本
が
近
代
化
を
め
ざ
し
た
明
治
時
代
の
初
期
、
工
部
大
学
校
の
都
検
を
務
め
た

ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
こ
と
が
脳
裏
に
よ
ぎ
っ
て
い
た
。
ダ
イ
ア
ー
は
、
実
務
に
主
眼
を
置
い
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
教
育
を
重
視
し
た
。

そ
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
の
が
、
高
橋
先
生
が
進
路
と
し
て
選
ば
れ
た
東
京
大
学
第
二
工
学
部
だ
っ
た
と
い
う
。
西
千
葉
に
在
っ
て

現
場
で
働
く
人
材
養
成
に
特
化
し
た
工
学
部
は
、
一
九
五
一
年
に
廃
止
さ
れ
て
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
と
な
っ
た
。
そ
の
学
び

舎
で
培
い
、
豊
富
な
現
地
調
査
に
裏
打
ち
さ
れ
た
高
橋
先
生
の
新
し
い
治
水
概
念
が
、
国
土
と
水
災
害
の
歴
史
的
変
遷
を
読
み
解
き
、

河
川
法
改
正
の
礎
に
な
っ
た
こ
と
に
改
め
て
首
肯
し
た
。
僭
越
な
が
ら
、
こ
こ
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
。

さ
て
、
本
書
は
、
理
工
図
書
発
刊
の
月
刊
『
土
木
技
術
』
に
連
載
し
た
「
歴
史
に
学
ぶ
日
本
の
国
土
づ
く
り
」
に
端
を
発
し
、
大

幅
に
加
筆
・
修
正
し
て
六
章
で
構
成
し
た
。

古
代
か
ら
中
世
に
お
け
る
国
づ
く
り
の
基
本
は
農
業
で
あ
っ
た
た
め
、
農
民
の
立
場
に
た
っ
て
治
世
を
行
う
領
主
の
存
在
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
住
民
の
幸
福
感
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
近
世
で
も
そ
の
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、
内
戦
の
な
い
約
二
六
〇
年
間

と
い
う
江
戸
時
代
は
、
社
会
資
本
充
実
の
時
代
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
各
地
方
で
は
、
城
下
町
整
備
や
水
運
や
道
路
な
ど
交
通

網
の
整
備
、港
湾
や
水
路
の
修
築
、新
田
開
発
な
ど
が
何
度
も
行
わ
れ
、住
民
の
安
定
し
た
生
活
が
豊
か
な
文
化
を
産
み
出
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
間
、
参
勤
交
代
や
御
手
伝
普
請
に
よ
る
土
木
事
業
が
地
方
財
政
を
疲
弊
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
御
手

伝
普
請
と
は
、
徳
川
幕
府
が
大
き
な
公
共
工
事
を
各
藩
に
担
当
さ
せ
る
こ
と
だ
が
、
宝
暦
の
時
代
に
薩
摩
藩
が
任
さ
れ
た
木
曽
三
川

の
治
水
工
事
が
薩
摩
の
藩
士
や
財
政
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
こ
と
が
治
水
碑
な
ど
に
よ
っ
て
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
近
代
、
明
治
政
府
に
よ
る
公
共
事
業
は
、
欧
米
に
追
い
つ
き
工
業
を
興
す
近
代
国
家
建
設
の
た
め
、
国
と
民
間
が
一
丸
と

な
っ
た
公
共
事
業
が
遮
二
無
二
進
め
ら
れ
た
。
国
の
骨
格
と
な
る
鉄
道
建
設
、
近
代
的
な
都
市
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
、
灯
台
、
河
川

や
港
湾
、
上
下
水
道
の
整
備
、
ト
ン
ネ
ル
や
水
力
発
電
所
の
建
設
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
日
本
初
と
な
る
事
業
が
「
お
雇
い
外
国
人
」
と
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呼
ば
れ
た
外
国
人
の
指
導
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
鉄
道
が
走
り
、
鉄
の
橋
が
架
か
り
、
街
に
電
灯
が
点
き
、
工
場
の
モ
ー
タ
ー
が

回
り
、
土
木
技
術
が
次
々
と
起
こ
す
奇
跡
に
人
々
は
歓
喜
し
た
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
、
海
外
の
先
進
国
に
留
学
し
た
り
、
技
術
養

成
所
や
大
学
で
学
ん
だ
パ
イ
オ
ニ
ア
技
術
者
た
ち
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
た
日
本
の
公
共
事
業
は
、
時
代
の
花
形
と
し
て
も
て
は
や
さ

れ
、
西
洋
が
一
〇
〇
年
か
か
っ
た
近
代
化
を
三
〇
年
足
ら
ず
で
成
し
遂
げ
て
世
界
を
驚
か
せ
た
の
で
あ
る
。
翻
っ
て
言
え
ば
、
異
質

の
西
洋
文
明
が
一
気
に
押
し
寄
せ
た
時
代
、
そ
う
し
た
公
共
事
業
に
対
す
る
住
民
の
意
識
は
、
想
像
を
超
え
る
ほ
ど
に
驚
き
の
連
続

で
あ
っ
た
こ
と
が
推
し
測
ら
れ
る
。
明
治
五
年
に
開
通
し
た
鉄
道
を
見
た
大
衆
が
、
初
め
て
蒸
気
を
あ
げ
て
走
る
列
車
に
歓
声
を
上

げ
た
り
、
無
用
、
不
用
と
反
対
の
看
板
を
掲
げ
た
り
、
歓
喜
と
困
惑
が
入
り
混
じ
り
つ
つ
、
全
国
各
地
に
伸
び
て
い
く
路
線
に
生
活

の
便
利
を
享
受
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
、
広
い
道
路
や
鉄
の
橋
、
上
下
水
道
や
街
灯
、
産
業
を
促
進
す
る
港
や
運
河
、

水
力
発
電
な
ど
近
代
的
な
施
設
や
構
造
物
が
次
々
と
整
備
さ
れ
て
い
く
に
従
い
、
そ
れ
ら
を
享
受
す
る
住
民
の
体
感
度
は
否
応
な
く

高
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
現
在
、
社
会
資
本
に
関
わ
る
土
木
の
仕
事
や
役
割
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
働
か
な
い

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
部
や
シ
ス
テ
ム
に
支
障
が
起
き
て
初
め
て
大
混
乱
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
で

も
土
木
が
支
え
て
い
る
役
割
や
価
値
へ
人
々
の
理
解
や
感
謝
が
結
び
つ
く
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
土
木
に

関
す
る
情
報
の
共
有
化
が
図
ら
れ
て
い
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
地
域
開
発
を
繰
り
返
し
て
き
た
歴
史
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
木
と
は
何
か
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な

く
、
私
た
ち
の
立
ち
位
置
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
の
意
義
に
は
、
今
い
る
場
所
と
時
間
、
自
分
の
立
ち
位
置
を

意
識
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
と
社
会
の
方
向
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
書
で
、
大
地
を
拓
い
た
人
々
の
歴
史
を
た

ど
り
な
が
ら
、
利
他
の
心
の
あ
り
様
に
も
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
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緒
方　

英
樹
（
お
が
た　

ひ
で
き
）

宮
崎
県
生
ま
れ
。

弘
前
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
学
術
）。

「
土
木
の
絵
本
」
全
５
巻
シ
リ
ー
ズ
の
執
筆
、
ア
ニ
メ
映
画
「
パ
ッ
テ
ン
ラ
イ
！
南
の
島
の
水
も
の
が
た
り
」

（
虫
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
の
企
画
・
原
作
な
ど
、
国
づ
く
り
の
歴
史
を
若
年
層
か
ら
大
人
ま
で
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

最
近
の
活
動
で
は
「
土
木
偉
人
か
る
た
」（
土
木
学
会
）
の
監
修
。
毎
日
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
連
載
、
中
央

Ｍ
ラ
ジ
オ
「
ド
ボ
ク
の
ラ
ジ
オ
」
出
演
な
ど
行
っ
て
い
る
。

土
木
学
会
で
は
、
土
木
広
報
セ
ン
タ
ー
土
木
リ
テ
ラ
シ
ー
促
進
グ
ル
ー
プ
、
土
木
史
委
員
会
副
委
員
長
、

土
木
史
広
報
小
委
員
委
員
長
を
務
め
る
。
著
書
に
「
身
近
に
楽
し
む
・
学
ぶ
・
語
り
継
ぐ　

ふ
る
さ
と
の

歴
史
資
産
」（
オ
ー
ム
社
）、「
人
物
で
知
る

　
日
本
の
国
土
史
」
オ
ー
ム
社
な
ど
。
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